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　11月１日、オリブ駐車場で産業フェアー

を開催しました。

　大多喜小学校ＰＴＡやボランティア連絡

協議会によるバザー、地元農林産物の販売、

町内企業による製品紹介、自動車工業会の

新車・中古車展示販売などで賑わいました。

また、大人気「忠勝鍋」によるいのしし汁

の販売、「うなぎ・ます」のつかみ取りコー

ナーも行列ができるほどの盛況でした。

▲冷たい水の中で逃げる魚を夢中で追いかける子ども
　たち

▲大勢の客で賑わう会場

▲大多喜の新鮮な野菜が取り揃えられました

▲アツアツのいのしし汁を食べようと長い行列が出来ました
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　11月３日の文化の日に文化祭を開催。

　各文化団体では日ごろの活動の成果を披露す

るため、この日に向けて作品制作に取り組んだ

り、練習に励んだりしてきました。

　中央公民館には書道、俳句・短歌、写真、陶

芸、生け花など様々なジャンルの力作や保育園

児・小中学生の絵などが展示されました。ホー

ルでは上瀑小学校生徒による合唱と金管合奏に

始まり、日本舞踊やフラダンス、フォークダン

スなどの踊り、三味線や和太鼓の演奏、民話読

み聞かせなどの発表がありました。

　また、海洋センターでは囲碁と将棋の対局コー

ナー、育児サークル「ありんこくらぶ」の１日

体験が行われ、図書館では広重の「木曽街道六

拾九次」が展示されました。

　芸術の秋にふさわしい、大多喜文化の祭典と

なりました。

▲書道会の皆さんによる力作が勢揃い

▲ロビーには各サークルの手づくり作品が展示
　されました

▲｢ジュニア合唱団ドロップス｣の10人による美しい
　ハーモニーが奏でられました

▲かわいらしい踊りを披露する｢子白さぎ会｣

▲植物や昆虫などを思い思いに描いた子どもたちの絵



No.483 (4)平成20年11月25日

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
土
地
や

家
屋
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
に
家
屋
の
異
動(

新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し)

ま
た
は
土
地
の
地
目
変
更
を
し

家
屋
の
異
動
ま
た
は
土
地
の
地
目
変
更
を
し
た

場
合
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

●
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
・
農
業
な
ど

を
経
営
し
て
い
る
方
、
不
動
産
業
で
駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
方
が
そ

の
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
土

地
や
家
屋
以
外
の
構
築
物
・
機
械
装
置
・
工
具
、

器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
の
資
産
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ

り
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
の
所
有
状
況

を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

●
対
象
と
な
る
も
の

（
工
場
）
製
造
用
設
備
、
受
変
電
設
備
、
旋
盤
、

プ
レ
ス
機
、
溶
接
機
、
構
内
舗
装
な
ど

（
商
店
）
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
、冷
蔵
庫
、陳
列
台
、

自
動
販
売
機
、
事
務
機
器
な
ど

（
農
業
）
籾
摺
り
機
、
乾
燥
機
、
畦
塗
機
、
草

刈
機
、
基
礎
の
な
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど

（
不
動
産
業
）
駐
車
場
舗
装
工
事
、
門
扉
、
フ
ェ

ン
ス
、
広
告
塔
な
ど

※
そ
の
他
業
種
に
つ
い
て
も
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
を
所
有
す
る
場
合

に
は
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
減
価
償
却
資
産
の
資
産
区

分
お
よ
び
法
定
耐
用
年
数
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
減
価
償
却
資
産

の
耐
用
年
数
が
大
き
く
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
21

年
度
分
か
ら
の
固
定
資
産
税
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
も
改
正

後
の
耐
用
年
数
が
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
さ
れ
る
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
や
、
新
た
に
事
業
用
資
産
を
購
入
し

て
申
告
用
紙
が
必
要
に
な
っ
た
方
は
役
場
税
務
住
民
課
資
産
税

係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

　

税
務
住
民
課　

資
産
税
係

　

☎
82
│

２
１
１
１　

　

内
線　

３
１
１
、２
４
３

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
償
却

資
産
の
申
告
に
つ
い
て

て
、
届
出
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
役

場
税
務
住
民
課
資
産
税
係
ま
で
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
の
際
に
は
認
印
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。



　

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
に
は
、

金
、
銀
、
銅
な
ど
の
稀
少
金
属
が

含
ま
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
八
都
県

市
首
脳
会
議
と
連
携
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
各
自
治
体
の
広
報
誌
を

通
じ
、周
知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
気
通
信
事
業
者
や
製

造
メ
ー
カ
ー
も
、『
モ
バ
イ
ル
・

リ
サ
イ
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

を
立
ち
上
げ
、
自
主
回
収
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
携
帯
電

話
の
中
に
は
、
カ
メ
ラ
や
音
楽
再

生
機
能
の
活
用
の
た
め
に
、
利
用

者
が
そ
の
ま
ま
保
管
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
内
に
放

置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も

の
や
、
一
部
は
不
燃
ご
み
と
し
て

廃
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

不
要
と
な
っ
た
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ

Ｓ
は
、 

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
専
売

店
シ
ョ
ッ
プ
に
て
無
償
で
回
収
し

て
い
ま
す
の
で
、 

リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
期
間
は
平
成
21
年
2
月
16
日(

月)

〜
3
月

16
日(

月)

で
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
、
平
成
20
年
分
の
所
得
税
と

し
て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
方
は
、
平
成
21
年
1
月
か
ら
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
（
還
付
申
告
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
者
が
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合

② 

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、
そ
れ
以
外
に
申
告
す
べ
き
所
得

が
な
い
場
合

（
所
得
控
除
等
の
関
係
で
、
税
金
が
還
付
さ
れ
る
場
合
と
納
税

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

③ 

平
成
20
年
の
中
途
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
場
合

※
確
定
申
告
期
間
中
（
2
月
16
日
〜
3
月
16
日
）
は
税
務
署
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
。

　

茂
原
税
務
署
で
は
、
平
成
21
年
1
月
5
日
（
月
）
か
ら
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
き
、
申
告
相
談
と
確
定
申
告
書
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
署
外
で
の
申
告
相
談
と
確
定
申
告
書
の
受
付
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。 確

定
申
告
書
の
早
期
提
出
に
つ
い
て

●年金受給者のための申告指導相談

月　　日 会　　場 時　　間

2月 4日 ( 水 )・5日 ( 木 )・6日（金） 茂原市総合市民センター 9：30～ 12：00
13：00 ～ 16：00

【相談受付は 15：00まで】2月 9日 ( 月 ) 勝 浦 市 役 所

●税理士による小規模納税者の方などのための無料申告相談

月　　日 会　　場 時　　間

2月 10日（火） いすみ市役所 9：30～ 12：00
13：00 ～ 16：00

【相談受付は 15：00まで】2月 12日 ( 木 )・13 日 ( 金 ) いすみ市役所 ( 岬庁舎 )

茂
原
税
務
署



No.483 (6)平成20年11月25日

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計

画
期
間
と
し
て
、
地
域
全
体
で
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

 

①
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
の
充
実

　

仕
事
な
ど
で
昼
間
、
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
乳
幼
児
を
預
か
る
通
常
保
育
の
ほ

か
、
一
時
保
育
や
休
日
保
育
を
実
施
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
育
児
相
談

や
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場
を
提
供

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
産
祝
い
金
の
支
給
や
、
乳
幼
児
・

小
学
生
・
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
助

成
な
ど
経
済
的
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

●
み
つ
ば
保
育
園
１
９
１
名
●
つ
ぐ
み
の

森
保
育
園
69
名
●
一
時
保
育
延
べ
２
２
３

名
●
休
日
保
育
延
べ
７
名
●
育
児
相
談
延

べ
46
名
●
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
延
べ
７
８
５

名
●
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
延
べ
５
２
６

名
●
ト
ッ
ト
く
ら
ぶ
延
べ
１
９
９
名
●

出
前
保
育
延
べ
85
名
●
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
64
名
●
出
産
祝
い
金
61
名
・
６
１
０
万

円
●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
４
６
１
名
・
１，

５
６
３
万
５，
４
８
１
円
●
児
童
入
院
医

療
費
助
成
７
名
・
49
万
４，
９
３
７
円
●
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
１
４
７
名
・
83

万
３，
９
５
０
円

 

②
母
子
の
保
健
と
医
療
環
境
の
充
実

　

妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
ま
で
、
母
子
と

も
に
健
康
的
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
保

健
師
に
よ
る
乳
幼
児
健
康
相
談
や
、
妊
産

婦
・
新
生
児
訪
問
を
実
施
。
ま
た
、
１
歳

６
か
月
児
と
３
歳
児
を
対
象
に
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
し
た
。

●
乳
幼
児
健
康
相
談
１
６
２
名
●
妊
産

婦
訪
問
25
名
、
新
生
児
訪
問
22
名
●
１
歳

６
か
月
児
健
診
87
・
７
％
●
３
歳
児
健
診

88
・
４
％
●
妊
婦
一
般
健
診
１
２
１
名
●

乳
児
一
般
健
診
77
名
●
歯
み
が
き
教
室
・

乳
幼
児
78
名
、
保
育
園
児
２
４
１
名

 

③
地
域
資
源
を
活
用
し
、

 　

教
育
・
学
習
環
境
を
向
上

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
育

成
と
、
豊
か
な
個
性
を
育
む
た
め
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
教
育
・
学
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

お
い
で
よ
子
ど
も
土
よ
う
塾
で
は
、「
勾

玉
づ
く
り
」
や
「
そ
ば
打
ち
体
験
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
自
然
や
文
化
的
資

源
な
ど
か
ら
学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
対
象
に
水
泳
教
室
や

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
学
級
で
は
、
高
齢
者

と
の
交
流
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
心
を
育

む
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
遊
び
を
学
習
し

ま
し
た
。

●
土
よ
う
塾
８
回
、
延
べ
１
７
９
名
●
幼

児
水
泳
教
室
４
回
、
延
べ
１
３
０
名
●
ジ
ュ

ニ
ア
水
泳
教
室
５
回
、
延
べ
２
０
３
名

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
16
回
、
延

べ
６
７
１
名
●
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
学
級
５

回
、
２
４
６
名
●
家
庭
教
育
学
級
５
４
０
名

 

④
子
育
て
家
庭
に
配
慮
し
た

 　

生
活
環
境
の
整
備

　

子
ど
も
の
通
園
、
通
学
時
の
安
全
と
防

犯
の
た
め
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
た

り
、
防
犯
灯
を
各
区
に
設
置
し
ま
し
た
。

●
交
通
安
全
教
室
（
保
育
園
２
回
、
小
学

校
５
回
、
中
学
校
２
回
）
●
防
犯
灯
維
持

管
理
費
補
助
金
１，
０
６
１
基
分
、
設
置
補

助
10
基
、
新
設
補
助
14
基

○
問
合
せ

　

子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

　

☎
82
│

２
１
１
１　

内
線
２
９
１

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
19
年
度
の
実
績
を
公
表
し
ま
す

▲地元ボランティアの方に教わり野菜の植栽を
体験（みつば保育園）

▲交通安全教室の様子（つぐみの森保育園）



　

大
多
喜
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

21
年
１
月
24
日
に
任
期
が
満
了
す
る
大
多
喜

町
議
会
議
員
の
選
挙
日
程
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
投
票
日　

平
成
21
年
１
月
18
日
（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

町
内
各
投
票
所

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

平
成
20
年
12
月
12
日(

金)

午
後
２
時
〜

中
央
公
民
館　

研
修
室

●
立
候
補
者
届
出
日

平
成
21
年
１
月
13
日(

火)

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

役
場
大
会
議
室

●
一
般
業
務

　

12
月
27
日
（
土
）
か
ら
１
月
４
日
（
日
）

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
み
中
で

も
出
生
届
・
死
亡
届
な
ど
は
受
付
け
ま
す
。

●
ご
み
の
収
集

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
大
掃

除
な
ど
で
出
た
ご
み
は
早
め
に
出
し
ま
し
ょ

う
。
休
業
期
間
中
ご
み
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま

に
な
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
可
燃
ご
み
の
収
集

年
末　

12
月
29
日
（
月
）
ま
で

年
始　

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

・
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
可
燃
ご
み
の
持
込
み

年
末　

12
月
29
日
（
月
）
ま
で

年
始　

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

・
そ
の
他
不
燃
ご
み
・
缶
・
び
ん
な
ど
は
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
83
│

０
３
３
１

●
水
道
業
務

　

休
み
中
の
宅
内
漏
水
修
理
は
、
町
指
定
工

事
店
へ
直
接
ご
連
絡
願
い
ま
す
。
も
し
分
か

ら
な
い
と
き
は
役
場
☎
82
│
２
１
１
１
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
し
尿
処
理

年
末　

12
月
26
日
（
金
）
ま
で

年
始　

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

問
合
せ

　

夷
隅
環
境
衛
生
組
合　

☎
86
│
２
１
５
５

●
火
葬
業
務

　

１
月
１
日
（
木
）
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

21

平成20年11月25日No.483(7)

　10月 19 日（日）に御宿町公民館で「一日健脚教室」が開催され、大多喜町から 14名の方が参加しました。

　「自分の足で動きたい」、特に「排泄・トイレには自分で行きたい」と思う高齢者は多くいます。「健やかに老いる」

ためには、筋力と骨を低下させないことが大切です。

　教室では、参加者たちが椅子に座った状態で自分の脚の健康度をチェックし、その後自宅でできるストレッチ・

トレーニングを学びました。

　今回は、その時の参加者からの感想をお伝えします。

～介護予防啓発普及講演会に参加して～

＊有馬先生の話は分かりやすく参考になった。介護

予防はこれから重要になってくるので、出来るこ

とから始めたいですね。（ＡＮ）

＊先生の話は丁寧で良かった、もう少し時間をかけ

てくれても良かったのにな！家でも続けて運動し

たいと思います（ＴＮ）

＊日頃から健康には注意しているが、講演も健康度

チェックも大変よかった。自宅でもできるだけ活

用してやっていきたい。（ＳＹ）

　全体的には「参加してよかった」という声が多く聞かれたことで、主催者側としてもほっとしたところです。

ご参加いただきありがとうございました。皆さまからの声を参考にし、これからの活動に役立てたいと思います。

問合せ：健康福祉課介護保険係　地域包括支援センター　☎８２─２１１１　内線２４０

年
末
年
始　

役
場
業
務
の
ご
案
内

大
多
喜
町
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
日
は
、
１
月
18
日
（
日
）
で
す
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大
多
喜
町
で
活
動
し
て
い
る
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
福
田
彰
宏
さ
ん
（
猿

稲
）
の
作
品
が
第
93
回
二
科
展
（
９

月
３
日
〜
15
日
、
国
立
新
美
術
館
）

の
デ
ザ
イ
ン
部
で
入
選
し
、
第
58
回

千
葉
デ
ザ
イ
ン
展
（
９
月
23
日
〜
28

日
、
千
葉
県
立
美
術
館
）
で
は
別
作

品
が
千
葉
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
作
品
は
い
ず
れ
も
本
多
忠

勝
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
作
製
ソ
フ
ト
で

描
い
た
Ｃ
Ｇ
イ
ラ
ス
ト
で
す
。

　

福
田
さ
ん
は
地
元
の
大
多
喜
高
校

か
ら
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
へ
進
学

し
、
卒
業
後
は
都
内
の
デ
ザ
イ
ン
会

社
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
７
〜
８

年
前
に
大
多
喜
に
帰
郷
。
独
立
し
て

エ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
立
ち
上
げ
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
主
に
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
イ

ラ
ス
ト
に
も
挑
戦
。
本
多
忠
勝
を
描

い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
も
と
も
と

戦
国
時
代
に
関
心
が
あ
り
、
大
多
喜

町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
意
味
も

含
め
て
本
多
忠
勝
を
モ
チ
ー
フ
に
デ

ザ
イ
ン
し
た
」
そ
う
で
す
。

　

福
田
さ
ん
は
こ
の
ほ
か
に
も
本
多

忠
勝
や
戦
国
時
代
の
武
将
を
描
い
た

作
品
を
制
作
し
て
お
り
、「
こ
れ
か
ら

も
題
材
を
変
え
な
が
ら
作
っ
て
い
き

た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
複
数
の
自
治

体
の
市
章
・
町
章
の
公
募
で
、
福
田

さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。（
※
）

※
飯
能
市
（
埼
玉
）、
長
門
市
（
山

口
）、
二
本
松
市
（
福
島
）、
有
田

町(

佐
賀)

、
香
取
市
（
千
葉
）、
南

三
陸
町
（
宮
城
）

福
田
彰
宏
さ
ん
の
作
品
が

二
科
展
で
入
選

　

斎
藤
数
義
さ
ん
（
黒
原
）
に
10
月
７
日

千
葉
地
方
法
務
局
茂
原
支
局
に
お
い
て
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

斎
藤
さ
ん
は
平
成
８
年
よ
り
４
期
12
年
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
町
民
の
人
権
の
擁

護
と
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
活
動
に
貢
献

斎
藤
数
義
さ
ん
に

法
務
大
臣
か
ら

    

感  

謝  

状

▲二科展入選作品を持つ福田さん ▲入選作品と本多忠勝を描いたその他の作品
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マイ
レールいすみ鉄道

マイ
レールいすみ鉄道

マイ
レールいすみ鉄道

46

い
す
み
鉄
道
存
続
募
金

の
贈
呈
式
が
10
月
16
日

（
木
）
に
行
わ
れ
、
田
嶋
町
長
、

小
倉
議
長
、
各
地
区
の
区
長
会

長
が
出
席
し
、
区
長
会
連
合
会

長
の
森
實
國
忠
さ
ん
（
小
土
呂
）

か
ら
、
い
す
み
鉄
道
株
式
会
社

の
吉
田
平
社
長
に
募
金
が
手
渡

　

森
實
区
長
会
連
合
会
長
（
右
）　

　

か
ら
募
金
を
受
け
取
る
吉
田
社
長

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
厳
し
い
経
営
状
況

に
あ
る
い
す
み
鉄
道
を
地
域
が

支
え
る
鉄
道
と
し
て
運
営
し
て

い
け
る
よ
う
、
経
営
安
定
の
た

め
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
町
民

の
皆
さ
ま
に
募
金
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

募

金

の

依

頼

を

６

月

に

行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
よ
り
９
月
末
ま
で
に

全
63
区
と
個
人
か
ら
合
計
で

１
４
２
万
９
７
０
円
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ

た
募
金
に
つ
い
て
、
田
嶋
町
長

は
「
今
回
集
ま
っ
た
募
金
は
、

い
す
み
鉄
道
存
続
に
対
す
る
町

民
の
意
思
の
表
れ
。
こ
の
よ
う

な
形
で
い
す
み
鉄
道
が
支
援
さ

れ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
。」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

募
金
の
贈
呈
に
あ
た
り
、
森

實
区
長
会
連
合
会
長
は
「
い
す

み
鉄
道
は
大
切
な
交
通
機
関
。

吉
田
社
長
に
は
常
に
民
間
意
識

を
持
ち
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
上

げ
る
な
ど
、
鉄
道
の
再
建
に
向

い
す
み
鉄
道
存
続
募
金

贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

11
月
７
日
㈮
、
い
す
み
鉄
道

東
総
元
駅
に
新
し
い
駅
舎
が

完
成
、
ま
た
、
大
多
喜
駅
に
は

本
多
忠
勝
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

像
が
完
成
し
、
テ
レ
ビ
東
京
の

番
組
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
」
の

収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

駅
舎
と
忠
勝
像
は
同
番
組
で
企

画
・
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

東
総
元
駅
の
駅
舎
は
大
工

王
の
谷
和
雄
さ
ん
が
リ
フ
ォ
ー

ム
を
担
当
。「
開
運
」
を
願
い
、

お
み
く
じ
の
箱
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
六
角
形
の
駅
舎
に
は
手
回

し
式
の
大
き
な
お
み
く
じ
が
あ

り
、
屋
根
に
は
「
大
吉
」
と
書

か
れ
た
開
運
板
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
随
所
に
匠
（
た
く
み
）

の
技
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
特
に
柱

の
１
本
は
３
つ
の
異
な
る
木
を
、

釘
を
使
わ
な
い
組
み
合
わ
せ
技

法
で
作
ら
れ
て
お
り
、｢

人
と

人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た

い｣

と
い
う
想
い
が
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
多
喜
駅
の
改
札
口

に
で
き
た
本
多
忠
勝
像
は
発
泡

け
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
要
請
し
、
こ
れ
に
対
し
吉
田
社

長
は「
寄
付
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

住
民
の
一
人
ひ
と
り
の
貴
重
な
支

援
を
大
事
に
し
、
努
力
し
て
い
き

た
い
。」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を

行
う
予
定
で
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
す
み
鉄
道

　
「
開
運
駅
」（
東
総
元
駅
）

ス
チ
ロ
ー
ル
王
の
大
川
順
平
さ

ん
が
担
当
。
生
涯
50
数
回
の
戦

に
出
陣
し
、
数
々
の
軍
功
を
た

て
た
と
い
う
忠
勝
の
功
績
に
あ

や
か
り
、「
必
勝
と
大
願
成
就
」

を
祈
願
し
作
ら
れ
ま
し
た
。
完

成
し
た
像
は
、
見
事
な
出
来
栄

え
で
、「
大
願
成
就
」
と
書
か

れ
た
大
き
な
古
銭
を
回
す
と
忠

勝
像
が
動
く
仕
掛
け
。

　

い
ず
れ
も
縁
起
の
良
い
も
の

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
い
す
み

鉄
道
に
乗
っ
て
、
願
い
を
叶
え

に
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

当
日
は
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
博
多

　

華
丸
・
大
吉
の
２
人
も
来
て
ロ

　

ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た

『チャンピオンズ』
放送予定

１２月１１日（木）
午後７時 57分～８時 54 分

テレビ東京
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編
集　

議
会
報
編
集
委
員
会

平
成
20
年　

第
3
回　

定
例
会

　

第
３
回
定
例
会
が
９
月
18
日
か
ら
会
期
８
日
間
で
開
か
れ
、
町
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
条
例
の
改
正
、
補
正
予
算
お
よ
び
平
成
19
年
度
決
算
な

ど
の
24
議
案
を
審
議
し
、
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
議
員
発
議
３
件
を
可
決
、
請
願
２
件
を
不
採
択
し
、
一
般

質
問
を
５
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

報　
　

告

専
決
処
分

　

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
に

係
る
、
平
成
18
年
度
か
ら
19
年
度

の
継
続
事
業
費
の
精
算
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

継
続
費
精
算
報
告
書

大
多
喜
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

西
中
学
校
校
舎
完
成
に
伴
い
、

児
童
ク
ラ
ブ
つ
く
し
事
業
の
実

施
場
所
を
つ
ぐ
み
の
森
保
育
園

か
ら
西
畑
小
学
校
に
変
更
す
る

も
の
で
す
。

条　
　

例

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
町
関
係
条
例
中
に
引
用
さ
れ

て
い
る
用
語
な
ど
を
一
括
し
て
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
関
係
条
例
】

・
大
多
喜
町
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例

　
・ 

大
多
喜
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
条
例

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財

団
法
人
に
関
す
る
法
律
等
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

大
多
喜
町
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　

防
災
行
政
無
線
の
導
入
に
伴

い
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
業
務
を
廃

止
す
る
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
条
項
な
ど
を
改
め
る
ほ
か
、

大
多
喜
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
委
員
の
報
酬
支
給
を
定
め
る
も

の
で
す
。

大
多
喜
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

公
共
的
法
人
お
よ
び
団
体
へ
の

寄
附
が
、
住
民
税
上
の
寄
附
金
控

除
と
し
て
認
め
ら
れ
る
範
囲
を
定

め
た
も
の
で
す
。

大
多
喜
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
附
条
例
の
制
定

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
と
ま
ち
づ

く
り
へ
の
共
感
を
持
つ
方
な
ど
か

ら
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
制
度
を
新
た
に

取
り
入
れ
る
た
め
、
寄
附
金
の
使

途
の
指
定
、
基
金
の
設
置
や
管
理
、

処
分
規
定
な
ど
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
な
ど
の
施
行

に
伴
い
、
町
関
係
条
例
中
に
引
用

さ
れ
て
い
る
用
語
な
ど
を
一
括
し

て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
関
係
条
例
】

・
大
多
喜
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の

登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

　
・
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例

　
・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例

　
・
大
多
喜
町
墓
地
等
の
経
営
の
許

可
等
に
関
す
る
条
例
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藤
平
美
智
子 

議
員

環
境
に
や
さ
し
い
Ｅ
Ｍ
菌

を
使
い
、
プ
ー
ル
を
管
理

し
て
は
ど
う
か
。

町
長

今
年
度
、
警
察
署
で
交
通

量
な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
、
次

年
度
以
降
県
警
本
部
に
要
望
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
、
必
要
性
の
高

い
場
所
か
ら
順
次
設
置
さ
れ
る
た

め
、
具
体
的
な
見
通
し
は
た
っ
て

い
な
い
。　
　
　
　

　

今
後
も
早
期
設
置
を
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

町
長

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学

校
の
プ
ー
ル
管
理
は
、
文
部
科
学

省
な
ど
の
安
全
標
準
指
針
に
従
い

塩
素
剤
で
管
理
し
て
お
り
、
今
後

も
こ
の
指
針
の
も
と
に
管
理
し
て

い
き
た
い
。

　

な
お
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
用
し
た
管

理
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

大
多
喜
町
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

町
営
住
宅
へ
の
入
居
者
公
募

方
法
を
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
廃
止

に
伴
い
防
災
行
政
無
線
に
改
め

る
も
の
で
す
。

大
多
喜
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

県
の
実
施
要
領
の
改
正
に
伴

い
、
受
給
資
格
者
の
要
件
を
追
加

す
る
な
ど
関
係
す
る
条
文
を
改

め
る
も
の
で
す
。

平
成
19
年
度
大
多
喜
町
一
般

会
計
等
の
決
算
を
認
定
し
ま

し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
施
行
に
伴

い
、
今
回
の
決
算
か
ら
財
政
健
全

化
判
断
比
率
な
ど
の
報
告
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
決
算
は
、
広
報
お
お

た
き
11
月
号
に
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。

大
多
喜
町
の
字
の
区
域
変
更

　

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
の
ほ
場
整
備
工
事
を
西
畑

と
老
川
地
区
で
行
い
、
工
事
完
了

に
伴
い
字
区
域
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

施
行
区

・
百
鉾
工
区

・
筒
森
工
区

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を

行
っ
た
百
鉾
工
区

大
多
喜
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正
（
発
議
）

　

次
の
一
般
選
挙
後
か
ら
、
議
会

常
任
委
員
会
を
「
総
務
文
教
常
任

委
員
会
」
と
「
福
祉
経
済
常
任
委

員
会
」
の
２
委
員
会
と
し
、
委
員

会
が
所
管
す
る
事
務
お
よ
び
構
成

人
員
な
ど
を
改
め
る
も
の
で
す
。

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
発
議
）

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
条

文
の
改
正
と
、
月
の
中
途
で
議
員

や
議
長
な
ど
に
就
任
し
た
月
の
報

酬
を
、
日
割
り
計
算
で
支
給
す
る

よ
う
改
め
、
議
会
の
招
集
や
委
員

会
出
席
時
に
支
給
し
て
い
た
費
用

弁
償
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
の
審
査
や
議
会
の
運
営
な

ど
の
調
整
を
行
う
た
め
の
全
員
協

議
会
を
、
正
規
の
議
員
活
動
の
場

と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
で
す
。

大
多
喜
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
（
発
議
）

５
議
員
が
一
般
質
問

答

中
野
地
先
国
道
交
差
点
２

か
所
へ
の
、
信
号
機
設
置

に
係
る
そ
の
後
の
経
過
は
。

　

町
道
会
所
麻
綿
原
線
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長

現
在
の
道
路
の
範
囲
内
で

掘
削
や
埋
め
出
し
な
ど
に
よ
り
道

路
の
幅
を
確
保
す
る
よ
う
協
議
し

て
い
る
。

　

危
険
箇
所
は
、
鉄
パ
イ
プ
な
ど

を
使
い
補
強
し
た
り
、
落
石
注
意

な
ど
の
看
板
を
設
置
し
て
事
故
防

止
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

答
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志
関
武
良
夫 

議
員

　

夷
隅
川
下
流
域
の
災
害
対

策
上
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

町
長

２
級
河
川
夷
隅
川
は
県

の
管
理
下
に
あ
り
、
県
に
よ
れ
ば

こ
れ
ま
で
の
豪
雨
状
況
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
将
来
的
な
河
川
整
備

計
画
の
基
と
な
る
河
川
整
備
基
本

方
針
を
国
と
協
議
中
で
あ
る
。

　

こ
の
基
本
方
針
の
策
定
と
並
行

し
て
流
域
委
員
会
を
設
立
し
、
有

権
者
や
地
元
住
民
か
ら
の
意
見
も

踏
ま
え
た
う
え
で
整
備
計
画
の
策

定
に
努
め
、
護
岸
崩
壊
箇
所
や
洪

水
時
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る

区
間
の
整
備
を
優
先
的
に
実
施
し

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

夷
隅
川
下
流
域
の
河
川
整
備

は
災
害
対
策
上
重
要
と
考
え
る
の

で
、
早
期
の
整
備
計
画
策
定
と
事

業
の
推
進
を
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
た
い
。

答

小
髙 

芳
一 

議
員

教
育
長

テ
ス
ト
結
果
の
公
表
は
、

良
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
は
考
え

に
く
い
た
め
公
表
し
て
い
な
い
。

　

前
回
の
テ
ス
ト
結
果
は
指
導
上

の
客
観
的
資
料
と
し
て
分
析
し
役

立
て
て
い
る
。

　

今
年
も
各
学
校
で
結
果
を
分
析

し
て
お
り
、
今
後
、
指
導
方
法
が

見
直
さ
れ
工
夫
さ
れ
た
方
法
で
実

践
さ
れ
る
の
で
、
教
育
委
員
会
で

は
そ
の
実
践
を
支
え
学
力
の
向
上

を
見
守
っ
て
い
く
。

答
　

中
・
長
期
計
画
の
な
か
に

学
校
統
合
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
教
育
環
境
や
学
校

施
設
の
耐
震
問
題
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

大
多
喜
中
学
校
の
屋
内
運
動
場

町
長

地
震
防
災
緊
急
事
業
５

か
年
計
画
が
平
成
22
年
度
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
次
期
５
か
年
計
画

は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
策
定
し
て
い
き
た
い
。
学
校
の

あ
る
べ
き
姿
が
こ
の
計
画
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
い
教
育
環
境
は
20
人
以
下
の

学
級
と
考
え
て
い
る
。

　

屋
内
運
動
場
の
耐
震
で
は
、
大

多
喜
中
学
校
は
改
築
を
前
提
に
耐

力
度
調
査
を
、
西
中
学
校
は
耐
震

補
強
を
す
る
た
め
耐
震
診
断
業
務

を
実
施
し
て
い
る
。

答

　

平
成
19
年
度
の
行
政
改
革

の
効
果
や
将
来
の
財
政
推
計

の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

町
長

平
成
19
年
度
は
、
特
殊

勤
務
手
当
の
整
理
合
理
化
、
特
別

職
の
報
酬
な
ど
の
見
直
し
を
推
進

し
３，
３
８
２
万
円
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
。
未
着
手
の
項
目
も
取

り
組
み
中
で
あ
る
。

　

今
後
の
財
政
推
計
は
、
財
政
調

整
基
金
な
ど
を
投
入
し
収
支
の
均

衡
が
取
れ
な
く
な
る
の
は
、
現
時

点
で
は
平
成
26
年
度
ご
ろ
と
推
計

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

答庁
舎
内
で
特
に
耐
震
性
の
劣
る

大
会
議
室

有
家 
 

功 
 

議
員

　

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
と

進
捗
状
況
を
具
体
的
に
伺
い

た
い
。町

長
現
在
の
建
物
は
建
設
後

50
年
近
く
経
つ
た
め
耐
震
性
に
劣

り
、
事
務
室
や
会
議
室
も
不
足
し

て
い
る
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
問
題
な
ど
か

ら
早
期
の
庁
舎
整
備
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

　

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
か
ら
、

現
在
の
庁
舎
を
改
修
し
、
事
務
室

な
ど
不
足
す
る
部
分
は
庁
舎
北
側

の
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
増
築
す

る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

町
も
こ
の
意
見
に
沿
っ
て
基
本

的
構
想
を
ま
と
め
、
建
設
経
費
も

極
力
節
減
し
た
計
画
と
し
た
い
。

答

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

の
公
表
や
分
析
結
果
の
活
用

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
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国
民
健
康
保
険
の
資
格
証

明
書
発
行
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

中
学
校
生
徒
の
過
去
の
海

外
派
遣
研
修
の
参
加
人
数
、

研
修
の
必
要
性
、
教
育
格
差

の
お
そ
れ
や
成
果
な
ど
を
伺

い
た
い
。

教
育
長

　
　
　

 

　　　

海
外
派
遣
事
業
へ
の
参
加
者
と

不
参
加
者
の
間
に
教
育
的
格
差
と

い
う
隔
た
り
ま
で
は
生
じ
て
い
な

い
も
の
と
考
え
、
国
際
的
視
野
の

拡
大
、
英
会
話
能
力
の
向
上
な
ど

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

答
派遣研修先 参加人数 町内在住者

オーストラリア ３１２人 １７９人

中　国 ５３人 ３４人

野
中 

眞
弓 

議
員

町
長

資
格
証
明
書
の
発
行
は

滞
納
対
策
と
し
て
効
果
が
あ
り
、

発
行
を
や
め
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
未
就
学
児
な
ど
も

法
令
で
一
般
の
被
保
険
者
と
同
等

の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

は
、
特
別
な
事
情
で
一
時
的
に
生

活
が
困
難
に
な
っ
た
方
が
申
請
す

る
も
の
で
、
提
出
さ
れ
た
場
合
は

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。
取
り
扱

い
要
領
な
ど
の
作
成
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答
　

介
護
保
険
の
改
定
に
伴
う

影
響
や
保
険
料
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

町
長

来
年
度
の
改
定
は
、
介

護
報
酬
の
見
直
し
と
療
養
病
床
の

再
編
が
主
な
も
の
。
前
回
改
定
さ

れ
た
制
度
の
な
か
で
、
保
険
者
の

判
断
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
決
定
で

き
る
部
分
は
、
利
用
者
の
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

保
険
料
の
改
定
は
、
介
護
給
付

な
ど
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

の
算
定
後
、
慎
重
に
行
う
予
定
。

答　

母
子
家
庭
に
火
災
報
知
機

を
無
料
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。町

長
住
宅
用
火
災
報
知
機
の

設
置
は
、
既
存
住
宅
へ
は
今
年

の
６
月
か
ら
義
務
付
け
ら
れ
た

が
、
１
個
当
た
り
５
千
円
程
度
か

ら
あ
り
取
り
付
け
も
比
較
的
簡
単

な
も
の
が
多
い
。
母
子
家
庭
も
一

般
家
庭
と
同
じ
よ
う
に
個
人
負
担

で
設
置
し
て
ほ
し
い
。

答

　

夷
隅
郡
市
の
広
域
ご
み
処

理
問
題
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
や
焼
却
炉
整
備
な
ど
で
、

率
先
し
て
取
り
組
む
考
え
は

無
い
か
。

町
長

夷
隅
郡
市
の
可
燃
ご
み

は
郡
市
の
３
施
設
で
処
理
し
て
い

る
が
、
現
在
の
施
設
能
力
を
維
持

す
る
た
め
に
は
多
額
の
経
費
が
必

要
と
な
る
た
め
、
早
期
に
新
施
設

の
建
設
が
望
ま
れ
る
。 

　

広
域
に
よ
る
建
設
推
進
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
中
で

議
論
、
検
討
が
さ
れ
る
。

答

議
会
会
議
録
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

議
案
の
内
容
や
一
般
質
問
な

ど
は
、
紙
面
の
都
合
上
要
約
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い

方
は
、
準
備
が
で
き
し
だ
い
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
情
報
に

掲
載
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

議会を傍聴しませんか
次回定例会は

　12 月 5日から

開かれる予定です。

詳しいことは議会事務局へ

電話 82-2111（内線 256）

▲ごみ処理に励む環境センター職員
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　10 月 12 日（日）に海洋センターを中心とする各体育施設で町ス

ポーツフェスティバルが開催されました。

　2 回目を迎える今年度は、2010 年の千葉国体でデモンストレー

ション競技として行われるキンボールを競技種目として追加。昨年

に引き続き実施したグラウンドゴルフ、バレーボール、野球、ウォー

キングの合計5種目に、小学生から高齢者まで約400人が参加しました。

　各参加者は元気いっぱいにスポーツの秋を楽しんでいました。

　10月 17 日（金）に中央公民館ホールで、神保電器株式会社の主催による北京京劇院訪日公演「京劇青少年

劇場 2008」が行われました。

　今回の公演は、神保電器株式会社の親会社である未来工業株式会社のメセナ（文化・芸術活動に対する企業

の支援）活動として行われたもので、神保電器の創業 90周年にあわせて開催されました。

　北京京劇院は中国最大規模の老舗京

劇院として中国全土で活動を展開し、

海外公演も数多く行っています。

　演目は「火焼余洪（かしょうよこう）

／秋洪（しゅうこう）／西遊記～無底

洞（むていどう）の巻」の３つ。単皮

鼓と板、京胡の演奏にあわせて色彩豊

かな衣装に身を包んだ役者が派手な演

技を披露し、観客からはたくさんの拍

手が送られていました。

▲キンボール▲グラウンドゴルフ ▲野球 ▲バレーボール
　（優勝したドルフィンの皆さん）

10
12
スポーツフェスティバルに
４００人が参加

10
17 北京京劇院による訪日公演が開催されました

▲孫悟空たちの軽快な立ち回りが見どころの「西遊記」

▲ウォーキング
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　第 20 回町民剣道大会が 10月 26 日（日）に海洋センター体育館で

行われ、町内在住、在学の小学生から高校生まで計 38 人が参加し、

日頃の練習の成果を競い合いました。

　上位の結果は以下のとおりです。

　11 月 5 日（水）、総元小学校 6年生 16 名が役場を訪れ、社会科見

学を実施。同学年では、大多喜町が地域の特色を生かしてどのような

まちづくりを行っているのかについて学習を進めています。

　児童たちは観光、産業、福祉、環境の 4つのグループに分かれ、ま

ちづくりに対する取り組みについて役場の各担当課を取材し、資料を

収集。「町でこれから建設を計画している施設はありますか」、「高齢者

を介護するときに気をつけていることは何ですか」、「町で不法投棄は

起きていますか」など職員に質問し、熱心にメモを取っていました。

★各種目入賞者★

▼ 3級以下低学年の部

　優勝　末吉　功汰（大多喜小）　　準優勝　鈴木　文人（西畑小）　　　第３位　高梨　寿舞（大多喜小）

▼３級以下高学年の部

　優勝　末吉　孝行（大多喜小）　　準優勝　磯野　翼（大多喜小）　　　第３位　加曽利　駿佑（西畑小）

▼１，２級の部

　優勝　三上　大介（西畑小）　　　準優勝　小倉　凌（大多喜小）　　　第３位　秋山　さつき（大多喜中）

▼中学男子の部

　優勝　白井　雅隆（西中）　　　　準優勝　渡邉　裕之（西中）　　　　第３位　幡野　智也（大多喜中）

▼高校男子の部

　優勝　江澤　良樹（大多喜高）　　準優勝　渡辺　弘明（大多喜高）　　第３位　森　純平（大多喜高）

▼高校女子の部

　優勝　渡辺　慧（大多喜高）　　　準優勝　田中　美穂（大多喜高）　　第３位　竹下　美穂（大多喜高）

▲激しく打ち合う少年剣士たち

▲職員に質問する６年生の皆さん

10
26 第２０回 町民剣道大会

10
27

地域を照らす安全の光

東京電力 (株)から防犯灯１０基寄贈
　10 月 27 日（月）、東京電力 ( 株 ) 大原営業センター（橋岡

隆所長）から町に防犯灯 10基が寄贈されました。

　同センターからは、毎年防犯灯が寄贈されており、地域の

安全のため役立てられています。

　防犯灯の設置場所については、各区長さんからの要望など

により町で調整し、早期に設置していきます。

▲田嶋町長に目録を手渡す橋岡所長（左）

911 5
まちづくりに対する取り組み学ぶ

総元小学校6年生が校外学習実施
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健康福祉課　保健予防係
☎ 82-2111

内線 236/237

●申込み・問合せ●  

( 保健事業予定表 )

12月～1月

行事名 日時 場所 対象者

乳
幼
児
予
防
接
種

三種混合

12/9

受付
13：45 ～ 14：30

農村コミュニティーセンター

対
象
者
に
は
個
別
に

通
知
し
ま
す

平成 13 年 6月 11 日～
平成 20 年 9月 10 日生まれ

1/15
平成 13 年 7月 17 日～
平成 20 年 10 月 16 日生まれ

ポリオ 12/18
平成 13 年 6月 20 日～
平成 20 年 6月 19 日生まれ

１歳６カ月健診 1/22
受付
13：15 ～ 13：45

農村コミュニティーセンター

平成 19 年 6月１日～
平成 19 年 7月 31 日生まれ

３歳児健診 1/22
受付
13：30 ～ 14：00

平成 17 年 6月１日～
平成 17 年 7月 31 日生まれ

乳幼児相談

12/3
受付
13：30 ～ 15：30

みつば保育園

乳幼児（平成19年11月、平成20年4月、
平成 20 年 7月生まれには通知します）

1/7
乳幼児（平成19年12月、平成20年5月、
平成 20 年 8月生まれには通知します）

パパママ教室 1/17 9：30 ～ 11：30 みつば保育園 妊婦とその家族

健康づくり教室
火曜日

13：30 ～ 19：45 森宮トレーニングセンター
概ね 40 ～ 74 歳の方
※新規参加希望者は 12 月５日までにお
申込みください。木曜日

献血車巡回日程

　日　時：１２月１２日（金）　午前１０時００分～１１時４５分

　場　所：大多喜町役場　小会議室

　
年　　齢 体　　重

４００ｍＬ １８歳～６９歳 男女とも５０ｋｇ以上

２００ｍＬ １６歳～６９歳 女性４０ｋｇ・男性４５ｋｇ以上

６５歳以上の献血は、６０～６４歳までに献血経験のある方に限ります。

※受付の際に運転免許証、健康保険証など本人確認できるものの提示を

お願いすることがあります。

献血にご協力ください



おめでとう12月生まれ おめでとう12月生まれ おめでとう12月生まれ 
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岩瀬　駿
しゅん

さん

西畑小学校
２年

「消防団に入りたい」
　ぼくのゆめは、しょうぼうだんに入ることです。

　お家がもえたとき、早く行って、人をたすけた

いです。みんなのお家をまもりたいです。この町

をまもりたいです。

田内　楓
かえで

さん

西畑小学校
２年

「パン屋さん」
　わたしはパンが大すきなので、大きくなったら、
パンやさんになりたいです。　　
　おいしいパンや、いろいろなかわいいパンをたく
さん作って、みんなをよろこばせたいです。

小中学校英語指導助手
シキル・アタンダ・ティジャニさん

3

●お誕生日の思い出に…３歳まで
●掲載希望者は役場企画商工観光課へご連絡ください　
☎ 82─2111　内線 215

♥
西
郡　

朱あ

か

り莉
ち
ゃ
ん
（
泉
水
）

（
仁
康･

朝
子
さ
ん
の
長
女
）

マ
マ
か
ら
一
言

　

歌
や
踊
り
が
大
好
き
で
、
曲
が
流
れ
る
と
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
朱
莉
が
大
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

（２歳）

♥
小
倉　

菜な

な愛
ち
ゃ
ん
（
葛
藤
）

（
元
春
・
由
起
子
さ
ん
の
長
女
）

マ
マ
か
ら
一
言

　

み
ん
な
が
驚
く
ほ
ど
食
欲
旺
盛
。
た
く
さ
ん
食
べ

て
遊
ん
で
元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

菜
愛
の
笑
顔
で
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
よ
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ね
♡

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（２歳）

　アメリカでは 11月の第４木曜日に「Thanksgiving

（感謝祭）」を皆で祝います。Thanksgiving というの

は家族と友達が集まってごちそうを食べて感謝をささ

げる休日です。今年、私は日本にいるので家族と一緒

にThanksgiving を祝うことができませんが悲しい

わけではなく、家族と同じ特別な感謝の気持ちを抱い

ています。

　それはバラク・オバマ（Barak Obama）氏がアメ

リカの第４４代大統領になったことです。シカゴで予

備選挙運動が始まった時から私の家族はオバマ氏を支

持してきましたが、大統領になったのは信じられない

ことです。

　11 月４日に私の姉はシカゴでのオバマ氏のスピー

チを聞き、「これまでの人生で最高の経験だった」と

言っていました。

　できればオバマ氏が世界中にいい変化をもたらして

くれることを願っています。私たちも精一杯頑張って、

良い世界にしていきましょう！

　Ｙｅｓ　Ｗｅ　Ｃａｎ！（私たちなら、きっとでき

ます！）
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町
長
日
誌 

10
月

12 月 10 日～ 16 日は
北朝鮮人権侵害問題啓発週間

です

　毎年１２月１０日から１６日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。
拉致問題の解決を始めとする北朝鮮当
局による人権侵害問題への対処が国際
社会を挙げて取組むべき課題とされる
中、この問題についての関心と認識を
深めていくことが大切です。

善意の心をありがとうございます

＜社会福祉協議会福祉基金＞
ジャパンカインドネス協会　様

７，７９２円
　匿　　　名（１件）

２００円
＜日本赤十字社＞
　鈴木　政雄　様（押沼）

１０，０００円

税金は納期内に納めましょう

　主税（町県民税・固定資産税・国民
健康保険税）第６期の納期限は１２月
１日（月）です。次回第７期の納期限
は１２月２５日（木）です。
納税相談　土、日、祝祭日を除く毎日
　　　　　午前８時３０分～午後５時
問 合 せ　税務住民課　収税係
　☎８２－２１１１
　内線２４３, ２５２, ３１１

手話サークルからのお礼

　１１月３日の文化祭で、手話サー
クルでは「千葉県ろう重複障害者施
設をつくる会」の街頭カンパをさせて
いただいたところ、大勢の町民の皆さ
まよりご理解ある御志をたくさんいた
だき本当にありがとうございました。
一同御礼申し上げます。（募金額　
３３，１００円）

１１月１５日から
狩猟が始まっています

　狩猟期間は１１月１５日から２月
１５日です。
　狩猟者はマナーを守り、安全な狩猟
に努めましょう。
　また、野外で活動する場合は目立つ
服装を着用したり、ラジオを携帯する
など事故防止対策を行いましょう。
問 合 せ　県庁自然保護課
　☎０４３－２２３－２９７２

ファミリーコンサート
in クリスマス 2008

日 時　12月 14日（日）
午後２時～４時 15 分（開場午後 1
時 30分）

場 所　勝浦市民会館　大ホール
内 容
ポップスからシャンソン、ラテンまで
幅広いジャンルの曲をお届けします。

主 催　勝浦アンサンブル同好会
後 援　勝浦市教育委員会
　子どもゆめ基金助成金事業
　勝浦市市政施行５０周年記念
参 加 費　無料
問 合 せ　☎７３－４６５９

１１月は「動物による危害
防止対策強化月間」です

○動物には迷子札やマイクロチップを
つけるなど、飼い主がわかるように
しましょう。犬には、登録鑑札と狂
犬病予防注射済票を必ずつけなけれ
ばなりません。

○犬の登録と狂犬病予防注射を必ず
行ってください。

○犬の放し飼いは禁止されています。
運動させるときは、犬を抑止できる
人が短い引き綱で行いましょう。

○ねこは屋内で飼いましょう。屋外で
飼うと近所に迷惑をかけたり、交通
事故や病気にかかるなどの危険があ
ります。

○飼い主がわからない犬やねこには、
むやみにエサを与えないようにしま
しょう。

○サル・ヘビ・ワニなどの特定動物を
飼う場合は、あらかじめ保健所長の
許可が必要です。また、動物が逃げ
出すことのないように施設の管理に
は十分注意を払ってください。逃げ
た場合には、ただちに保健所・警察
へ通報してください。

○動物は責任を持って最後まで面倒を
見ましょう。万が一飼えなくなった
場合は、新しい飼い主を探すか、動
物愛護センターなどへ相談してくだ
さい。

○上記の内容は法令等で義務付けられ
ているものもあり、違反した場合に
は罰金などが科せられることがあり
ます。

問 合 せ
　夷隅健康福祉センター
　　☎７３－０１４５
　動物愛護センター
　　☎０４７６－９３－５７１１

町給水装置工事指定店

　下記業者については、給水装置工事
事業者登録を廃止しました。

業 者 名 住 所 電 話 番 号

西本農機具店
大多喜町横山
１１１９

８２－２４２９

１
日　

勝
浦
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

２
日　

全
国
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
連
合
会

　
　
　

連
絡
会
議

７
日　

千
葉
県
森
林
組
合
連
合
会
臨
時
理
事
会

８
日　

第
２
回
大
多
喜
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　
　
　

議
会

９
日
〜
10
日 

　
　
　

関
東
各
都
県
町
村
会
長
会
議

10
日　

関
東
運
輸
局
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

12
日　

大
多
喜
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

15
日　

国
保
国
吉
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議

16
日　

い
す
み
鉄
道
支
援
募
金
贈
呈
式

17
日　

第
５
回
千
葉
県
立
病
院
将
来
構
想
検
討
会

19
日　

三
育
学
院
大
学
看
護
学
部
開
学
記
念
式
典

　
　
　

上
瀑
地
区
「
高
齢
者
の
集
い
」

20
日　

千
葉
県
森
林
組
合
連
合
会
理
事
会

23
日　

園
遊
会

24
日　

茂
原
人
権
擁
護
推
進
委
員
協
議
会
第
４
部
会

29
日　

千
葉
県
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　

大
多
喜
町
区
長
会
長
会
議

30
日　

第
44
回
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

　
　
　

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
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募 集 

町民カレッジ参加者募集！
新春を彩る

フラワーアレンジメント

お せ 知 ら 

日 時　１２月２１日（日）
　　　　　午後１時３０分～
場 所　中央公民館　２階研修室
講 師　フラワーコーディネーター
　　　　　志関　二三代　先生
参加対象者・定員
　町内在住・在勤の方　２０名
参加費用　２，０００円
申込み・問合せ
　教育課　生涯学習室（中央公民館）
　☎８２－３１８８

県民の森

－ミニ門松教室－
日　　時　12月14日（日）
　　　　　午前 10時～正午
費　　用　2,000 円
定　　員　20名

－お飾り教室－
日　　時　12月 21日（日）
　　　　　午前 10時～正午
費　　用　1,000 円
定　　員　30名
場　　所　いずれも大多喜県民の森
申込み・問合せ
　大多喜県民の森管理事務所
　☎８２－３１１０

地域セミナー
「誰もが自分らしく生き生きと
～笑顔の輝くまちづくり～」

　男女共同参画社会について考えるセ
ミナーを開催します。
日 時　平成２１年１月１７日（土）
　　　　　午後１時～４時
会 場　勝浦市役所　４階大会議室
　　　　　（勝浦市新官１３４３－１）
演題・講師
①「超高齢社会から男女共同参画を
考える」
国際医療福祉大学大学院教授
大熊　由紀子　さん
②「愛・思いやり・微笑み　～ハー
プの調べに乗せて～」
アイリッシュハープ奏者
永山　友美子　さん

参 加 費　無料
募集人数　先着１００名
申込方法
　電話またはメールで申込み
申込締切　平成２１年１月９日（金）
申込み・問合せ
　ちば県民共生センター
☎０４３－２５２－８０３６
メール kenkyouse@mz.pref.chib
a.lg.jp

　大多喜町税務住民課住民係
☎８２－２１１１（内線２４６）

特設人権相談所の開設

　茂原人権擁護委員協議会と千葉地方
法務局茂原支局では、人権週間にちな
み、特設人権相談所を次のとおり開設
しますので、お気軽にご相談ください。
日 時　１２月１５日（月）
　　　　　午前 10時～午後 3時
場 所　大多喜老人福祉センター
相談内容
いじめ、親子・夫婦・扶養・相続な
どの家庭問題、借地・借家・名誉・
信用・差別・いやがらせなど、人権
上の問題や悩みごとなど
相 談 員　人権擁護委員・法務局職員

障害者・高齢者の
人権・法律 110 番

開催日時　１２月 9日 ( 火 )
　　　　　午後 1時～ 4時
相談方法
臨時電話（☎０４３－２２４－
９２２３）による相談。前日までに
千葉県弁護士会（☎０４３－２２７
－８４３１）に電話で申し込まれた
方は上記の開催日時において弁護士
会にて面談。（相談無料）
開催内容
障害者・高齢者に関する人権・法律
問題（財産問題、金銭問題、家族問
題など）全般について弁護士が対応。
行政的な問題に備えて千葉県障害福祉
課から担当者を派遣してもらう予定。

ＮＰＯや市民団体などの
環境保全活動を助成します

対象となる活動
平成２１年４月１日から平成２２年
３月３１日の間に行われる自然環境
の保全・再生，体験的環境学習，省
資源・リサイクル
応募資格
県内に事務所がある１０人以上のＮ
ＰＯ，市民団体など
助成金額
助成対象経費の２分の１以内（１事
業につき５０万円を上限）
募集期間
１２月１日（月）～２６日（金）
問 合 せ　〒２６０－００２４
千葉市中央区中央港１－１１－１
（財）千葉県環境財団　環境再生基
金チーム
☎０４３－２４６－２０９１
ＦＡＸ ０４３－２４６－６９６９
ＵＲＬ：http://www.ckz.jp/saisei/

農業のスペシャリストを
目指す学生募集
千葉県農業大学校

募集人員
　（A日程）
　農学科約 30名　研究科約 10名
　（B日程）
　農学科約 10名　研究科若干名
受験資格
　（農学科）高等学校を卒業した者ま
　たは２１年３月卒業見込みの者
（研究科）都道府県の農業大学校の
農学科などを卒業した者または２１
年３月卒業見込みの者など
選考期日　
　（A日程）１月１４日（水）
　（B日程）３月２日（月）
願書受付
（A日程）
　１２月２２日（月）～１月７日（水）
（B日程）
　２月１３日（金）～２月２３日（月）
※土日祝祭日および１２月２９日～１
月３日除く
申込み・問合せ
　〒 283-0001　東金市家之子 1059
　千葉県農業大学校
　☎０４７５－５２－５１２１
　℻０４７５－５４－０６３０
　ホームページ
http ://www.pref .chiba. lg . jp/
noudai/
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おすすめ本
ガリレオの苦悩

東野圭吾　著

　科学を殺人の道具に使う人間は許

さない、絶対に…。「悪魔の手」と

名乗る者から警察と湯川に挑戦状が

届く。事故に見せかけて殺人を犯す

彼に、天才科学者・湯川が立ち向か

う。５作品を収録した「ガリレオ」

論理の短編。

新刊紹介

1 日･8 日･15 日
22 日・29 日
30 日・31 日

26 日（図書整理日）

12月の休館日

町立図書館
天賞文庫だより
☎ 82-2459

・美女いくさ

----------------------------- 諸田玲子 著

・皇妃エリザベート

-------------------------- 藤本ひとみ 著

・食材保存 使いきり便利帳

--------------- フルタニ マサエ 監修

・パパがやいたアップルパイ（絵本）

---------- ローレン・トンプソン 文

ジョナサン・ビーン 絵

国民年金保険料の収納事務を
民間委託により行っています

　千葉社会保険事務所では、国民年金保険料収納事務を民間委託により行っています。

　その委託業者である「（株）もしもしホットライン」が直接、電話・文書・戸別訪問などにより国民年金保険

料を期限内に納付されていない方へ納付勧奨などの業務を行っています。

　※委託契約は、千葉社会保険事務局と取り交わされ、個人情報保護については国と同様に徹底されています。

○問合せ　千葉国民年金電話センター　☎０４３－２０３－５６００
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おはなし会……12月 7日（日）  午後 2時から  農村コミュニティセンター 

  12 月 21 日（日）  午後 2時から  大多喜図書館 
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夜間・日曜・祝日など
夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　☎８2－４５４５

◆当番医の紹介◆

あなたや家族の命を守るために大変有効な住宅用火災警報器

12月 師
し わ す

走 December

人口と世帯

交通事故発生状況

おおたき119 (1 0月中 )

慶　弔 ( 10 月届 )

転出入 ( 10月届 )

平成 20 年 11 月１日現在

人　口　 10,976 人       （－ 23）

　男　　   5,364 人　    （－ 13）

　女　　   5,612 人　    （－ 10）

世帯数　   3,907 世帯    （－ 2）

（　）は、前月比

10 月中（人身事故件数）

発生件数　　　3件       （35）

死 者 数　　   0 人       （2）

傷 者 数　      7 人       （49）

（　）は、１月からの累計

火災件数　　　　　1件（15） 

救急件数　　　　 41 件（382）

　　　交通事故　　5件（38）

内訳　急　　病　 21 件（204）

　　　そ の 他　 15 件（140）

（　）は、１月からの累計

出　生　　　　　   2 人

死　亡　　　　　 14 人

転　入　　　　 　 6人

転　出　　　 　　17人

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

・心配ごと相談（9:00 ～ 12:00　福祉センター）
・主税第６期納期限月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

・心配ごと相談（10:00 ～ 15:00　福祉センター）

・身体障害者相談（10:00 ～ 15:00　福祉センター）

・ぬくもり給食会 (11:30 ～　福祉センター )

・おもいやりの会 ( 老川地区　農村コミュニティーセンター )

・ ジュニアスポーツクラブ（9：00～　海洋センター）
・ エアロビクス（9：00～　海洋センター）

・小中学校終業式
・心配ごと相談 (9:00 ～ 12:00　福祉センター )

・子ども習字教室 (10：00 ～　中央公民館 )

・ひまわり会

・ おいでよ子ども土よう塾「山探検」（9：00～　県民の森）
・ 町民カレッジ「万葉集を読もう」（13：30～　中央公民館）

・ 子ども習字教室（10：00～　中央公民館）
・ おはなし会・わらべうた（14：00～　図書館）
・ 町民カレッジ「フラワーアレンジメント」（13：30～　中央公民館）

・主税第７期納期限

・　天皇誕生日

・官公庁仕事納め

工業統計調査にご協力を !

　工業の実態を明らかにするた

め、製造業を営む事業所を対象と

して毎年 12月 31日現在で工業

統計調査を実施しています。

　調査員が伺

いますのでご

協力をお願い

します。

経済産業省・千葉県・大多喜町
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町登録文化団体プロフィール⑧

【小皿】
大多喜町陶芸クラブ

久米 マサコさん（勝浦市）  

【深まる秋】
(亀山ダム)

大多喜写真同好会
山口 尹子さん（平沢）  

日本手話ダンスクラブおおたき
　日本手話ダンスクラブおおたき（会長・君塚宏子さん、田代）は平成１６年４月に結成され、現在の会

員は９名。第２・第４水曜日の月２回、中央公民館で活動しています。

　手話ダンスは聴覚障害者の方と一緒に音楽を楽しみ交流するため、口と手の動きで歌詞を表現し、ステッ

プをつけて踊ります。振り付けは、歌詞の内容と歌の楽しさがより伝わるように常に改良されています。

坂本九の代表作「上を向いて歩こう」などの楽曲を踊っています。

　練習では始めに講師の松井澄子先生から、歌詞の手話を一つ一つ教わります。新しく入った人も含めて

全員で行うので、初心者の方でも安心です。練習しているうちに、単語程度の手話は覚えてしまうそうです。

　また、セントケアやぬくもり給食会など福祉施設に訪問して発表したり、他の手話ダンスサークルとも

交流を図っています。

（※入会・見学を希望される方は、中央公民館　☎８２－３１８８まで）


